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１ はじめに
民家は農家と町家に分けられるが、近世期の民家
の大部分は農家である??。農家の間取りは土間と床
上部分に分けられるが、床上部分に着目すると広間
型と田の字型に大別される（図 1）。広間型は、イロ
リのある大きな部屋（広間）を中心に各室が配置さ
れる。広間は炊事や食事、家族の団らん、作業や接
客などさまざまに使われる部屋であり、その呼び名
もジョウイ、オイエ、ナカノマ、イドコ、オカミ、
チャノマ、ダイドコ、デイなどと多様である。近世
農家のなかでもっとも多く見られた形式の間取り
で、畿内を除き全国的に分布するが、東北地方や北
陸、関東、中部山岳地域で、とりわけ確認されてい
る??。イロリで暖をとる寒冷な地方に多くみられる。
防寒的な理由のほか、別棟の家を建てることが禁ぜ
られた藩政時代の制限も作用していたと考えられ
る??。
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図１ 新潟県の広間型民家と滋賀県の田の字型民家（西山 三「すまい考今学」p.78より転載)
田の字型は、床上が大きく縦横十字に間仕切られ、
四つの部屋が並んでおり、田の字型とも四間取りと
もいわれる。畿内ではすでに江戸時代初期には存在
していたが、江戸中期から後期にかけて、広間型の
広間を二分して田の字型へ集約する流れがみられ、
しだいに分布圏を拡大して日本民家の代表的間取り
となる??。近畿地方を中心に西日本全域に広がり、東
海から北は秋田、宮城のあたりまで広がっている。
部屋の間仕切りである板戸や襖、障子などを取り払
うと四つの空間が全部一つの空間になる場合もあ
り、いざという場合に大きく使い変えができる。ま
た夏期には蒸し暑い気候に適応した開放的な日本の
住居の特徴をあらわしているともいわれる??。
このような田の字型民家では、冠婚葬祭の際には
座敷を二間続き、あるいは広い一体的空間として使
うことがある。なかでも結婚式や法事の際の空間利
用については、いくつか事例がみられる。しかし、
葬式などの葬送儀礼については非常に少ない。あら
かじめ日程が定まっている結婚式と違い、急遽とり
行われることになる葬儀の場合は、調査自体が困難
なためである。
さらに、近年は民間で葬祭場を建設する例が急増
しており、自宅での葬儀は減少傾向にある??。日本消
費者協会が昭和 58年以降、ほぼ 3年ごとに葬儀に関
するアンケート調査を行っているが、それによると
1992年には自宅での葬儀が 53％、葬儀専門会場での
それが 18％と、葬儀の半数以上はまだ自宅で行われ
ていた。それが 1999年には自宅（39％）と葬儀会場
（30％）が拮抗する。そして 2003年には自宅（19％）
と葬儀会場（56％）の比率は逆転し、葬儀の場所は
葬儀会場が半数を超える状況となっている。2007年
には自宅（12.7％）であり、今後も自宅での葬儀は減
少していくと思われる??。
本研究は、典型的な田の字型民家において行われ
た葬送儀礼の様子および儀礼時における空間利用に
ついて、その特徴および変遷について考察すること
を目的としている。葬送儀礼そのものを研究対象と
した民族学研究は多くみられるものの、住空間との
関わりを視点とした建築学的研究は十分ではなく、
今後ますます自宅での葬儀が減少する状況にあっ
て、貴重な事例になると考えられる。
研究の方法としては、平成 20年 5月、6月に行わ
れた奈良県大和郡山市における田の字型民家での通
夜、葬儀・告別式、満中陰（四十九日）の一連の葬
送儀礼について、その様子および空間利用の実態に
ついて観察とヒアリングから明らかにする。本稿で
は、葬送儀礼の変遷、田の字型民家の特徴をふまえ
た通夜での空間利用について明らかにする。葬送儀
礼については、1966年に発行された『大和郡山市史』
に大正 4年頃の儀礼について記述された『奈良県風
俗志料』が収録されており、それらを基礎とする。
それ以降の葬送儀礼については詳述した文献が乏し
いため、今回儀礼が行われた民家において過去の事
例を聞き取った。一民家で行われた葬送儀礼に関す
るヒアリングであるため、信頼性は十分とはいえな
いが、その地域での一般的慣習に基づいて行われた
儀礼であるため、変遷の一端を理解することはでき
ると考える。
２ 奈良県大和郡山市小泉町の概要と葬送
儀礼
２．１ 大和郡山市小泉町の歴史的背景
大和郡山市は奈良市の南西 6 kmに位置してお
り、市域の東南は奈良盆地の低平地、西北部の一部
は西ノ京丘陵や矢田丘陵に及んでおり、盆地底と丘
陵の接する地域である。小泉町は市域の西部に位置
しており、西隣の斑鳩町の法隆寺から北東に 3 km
弱である。1956年に市に編入されるまでは片桐町
（村）にあった。
小泉町では縄文時代の集落跡が発掘されている。
国の重要文化財となっている室町時代の社殿を持つ
小泉神社が、小泉陣屋の南端にある。ここには小泉
四郎左衛門という地侍がいて、南北争乱の頃にすで
に頭角をあらわしていたと考えられている??。小泉
氏の館が丘陵台地の上に築かれたのが小泉城の始ま
りである。1623年に片桐貞隆（片桐且元の弟）は中
世の小泉城を利用するたちで陣屋を構え、初代小泉
藩主となった??。街道沿いに城下町も形成され、北ノ
町、本町、中之町には今もその面影が残る。地元で
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は、1585年に豊臣秀吉の弟、秀長が郡山城に入る頃
には、大阪と奈良とを結ぶ街道として重要な役割を
担っていたと考えられている。公文書がほとんど
残っておらず、どの時代にどの程度、街道や町並み
が整備されていたのか、詳しいことは分からない。
江戸時代（1663年）には、当時の小泉藩主、片桐貞
正（貞隆の長子）によって、慈光院（臨済宗）が開
かれている。
小泉神社は、奉納された数多くの石灯籠から、家
中や町人、村人の信仰の中心だったことが分かる。
ここから少し離れた岡の麓には小泉四郎左衛門の菩
提寺、善福寺（浄土宗）がある。また町の中心には
「一国一宇」大和の庚申堂として知られた金輪院（天
台宗）がある。小泉だけをみても、大法寺（日蓮宗）、
不動院（真言宗）、維摩寺（融通念仏宗）、勝福寺（法
相宗）などがあり、いずれも 16～17世紀に創立され
ており、古くから人々が生活していた集落だという
ことが分かる。
２．２ 葬送儀礼の特徴とその変遷
まず初めに「日本民俗建築大事典」をもとに、葬
送儀礼のおおまかな流れをみておく。まず人の臨終
において蘇生させようとする魂呼びが行われる。死
が確認されると家屋を喪屋として設営する。死者に
食べ物を供え、湯灌が行われ、食べ物を供えて遺体
を安置する、そして納棺、出棺して、埋葬する。四
十九日までは死者の魂はその家にとどまっている、
屋根の上にいる、屋根の棟や棟木で家を守っている、
四十九日にあの世へ旅立つなどといわれる???。
これらのすべてについて書かれているわけではな
いが、ここでは、市史にある『奈良県風俗志料』抄
をもとにみていく。これは、大正 4年の大礼記念に
県教育委員会が県風俗志の編纂を計画し、県下の小
学校に依嘱して、町村別の資料報告を集めようとし
たものの、編纂の暇なくそのままになっているもの
である???。「奈良図書館には『奈良県風俗志料』大冊
写本 88冊があり、そのうち旧「郡山町」「矢田村」
「片桐村」「筒井村・本多村・平端村・安堵村」「平
和村」の 5冊から抜き書きしたもの」と記載されて
いる。これら大正 4年頃の葬送儀礼を基礎とし、小
泉町の民家で行われた昭和 27年、昭和 40年の葬送
儀礼のヒアリングをもとに、その特徴と変遷につい
て明らかにしたい。
⑴ 遺体の安置と枕飾り
「人が死ぬと、冬季ならばすぐにこたつを出し、
北枕・西向きに寝かせる。すぐに枕飯をたく。玄米
をなるべく長時間かけて煮るのが良い。この間に死
者の霊が信濃の善光寺に参詣して来るという。枕飯
のほか、餅 4個、塩、みそに樒、線香を供える。」市
史にはこのように書かれているが、こたつを出すこ
と、玄米を煮ることについては小泉町では昭和 27
年、昭和 40年の葬儀の際にも聞いたことがないとい
う。
「亡者に着せる着物は三尺丈、帯も三尺丈にする。
それをしたてるのは血縁外の者で、糸留めせず、鋏
を用いず、扇を物差しの代わりに使う。どの場所も
くけることはない。湯灌も血縁でないものが、念仏
の声と共にする。たらいに水を盛り、釜の蓋をせず
に沸騰させた湯を入れて加減し、杓で湯を死骸に掛
ける。」昭和 27年、昭和 40年の時には近所の人や家
に出入りしていた人たちが着物を縫ったという。ま
た着物を着せて、手甲きはんをつけたという。
死人がシャキバッたとき、その臍に雨だれの砂を
入れるとやわらかくなるという記述が市史にみられ
るが、これは戦後しばらくは土葬で座棺が多くみら
れたためと考えられる。今回葬儀を行った当家では
中世からの先祖の墓標があり、広い空間が取れない
ため早くから火葬していたという。また、市史には
記載されていないが、遺体を安置して枕飾りを整え
て、出棺の前には通夜を行った。
⑵ 出棺
「棺の中には、サイエン袋という学生かばんの様
なものを作って入れる。西念袋という字があててあ
るのでサイネン袋ともいう。中に一厘銭 6枚、樒の
葉に南無阿弥陀仏の 6字を書いたもののほか、煙管、
煙草、菓子など死者の平素の嗜好品、また茶碗、箸、
ゴンゴ（竹の筒）などを入れる。樒の葉は来世での
黄金だという。その他、棺の中には杖、笠、菰敷き、
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簑や底に穴をあけた椀など、また男には鎌（農家で）、
女には針、糸、鋏、さしなどの裁縫道具や子のへそ
の緒などを入れるところもある。」血縁者、知己が最
後に水盃として死者の唇を樒の葉で潤し、その後、
棺の釘付けをする。
「卯の日の葬式は、不幸が続かぬようにといって
避けられる。この日にせねばならぬ場合は定時間よ
り遅れさせる。棺は雨縁から出す。それゆえに、旅
立ちなどには自身はもちろん、付属品も雨縁から出
すことはない。棺の出口には、青竹で の形のもの
を作り、この門を通らせるところがある。出棺後、
門火をたき、戸障子を閉じ、つぼを割る。」
市史にはこのように書かれているが、昭和 27年、
40年頃には西念袋と呼ぶかばんや樒の葉や嗜好品、
杖などを入れたが、茶碗や箸、ゴンゴ、さらには笠
や簑、農機具や裁縫道具などは入れなかったという。
また、葬儀の日時であるが、卯の日というのは昭
和 27年と 40年の葬儀の際には聞いたことがないと
いう。友引の日の葬儀は午後 3時以降に行うことが
多いが、通夜は友引であってもよいという。雨縁か
ら出すことを聞いたことはなく、昭和 27年と 40年
には玄関から出棺したという。また、両葬儀時には、
青竹の門は作らなかったが、門火を焚いて故人が
使っていた茶碗を割って出棺したという。
市史は、つぎのように続く。「斎場の蓮華石に棺を
置き、引導師が引導を渡して後、近親者から焼香を
し、棺の周囲を左廻りに 3回する。棺を埋めるのに
北向きにはしない。北・来たで、重ねて死者のある
のを忌む。埋棺後、イガキというものを上に巡らせ
る。野辺送りから帰って、家でする念仏をシアゲノ
ネンブツという。」今回の民家では、昭和 27年にも
火葬を行っていたため、これらについては詳しくは
分からない。
⑶ 満中陰
「四十九日の満中陰まで、仏壇には灯明を絶やさ
ない。花は樒一色で色花は用いない。七七日の供養
として、四十九日のカサノモチを配る。この日まで
は、ナマグサモノを食べず、この日初めて精進上げ
をする。中陰が 3ヶ月にわたるときは、仏を呼ぶと
いって忌み、以前でもキリアゲをした。」
昭和 27年も 40年の時も、四十九日までは灯明を
絶やさないよう、回り提灯をつけておいたという。
線香も絶やさないよう、巻線香を用いて 1日 2回取
り替える。カサノモチといって餅を人形の形に切り
分け、足を屋根に放り投げ、残りを親族に配った。
昭和 27年には、ナマグサモノを断っていた。昭和 40
年には今回の故人である明治生まれの主婦のみがナ
マグサモノを断っていたという。中陰が 3ヶ月にわ
たるときはキリアゲをした。
３ 田の字型民家における儀礼と空間利用
３．１ 奈良県大和郡山市小泉町の民家の特徴
ここでは小泉町で、2008年 5月 7日に 99歳の女
性が亡くなった際に行われた葬送儀礼についてみて
いく。明治生まれの女性は、女学校を卒業して 20代
前半に近隣の平群町から嫁いできた。70年以上農業
をしながら暮らしてきた。平成 4年に夫を亡くして
からは、ほぼ一人で元気に暮らしてきたため、大往
生だと言われている。子ども 4人、孫 9人は関西圏
を中心に居住しており、盆や正月には集まることも
多かった。5年ほど前に骨折をしてからは介助が必
要となり末子を中心に、子どもたちが交代で寝泊ま
りしながらその配偶者たちの協力を得て暮らしてい
た。
住宅は明治 30年代後半に建てられた。建設にあ
たって、故人の義父母が京都まで民家を見に行った
という。そして、所有していた山林から木を切り出
し 1年間放置して乾燥させてから、地元の大工や左
官に手間賃を払って、3年を費やして建てられた。そ
のためか、外観の意匠はこの地域の民家にみられる
奈良格子ではなく、京都などで見られる細い木の格
子戸となっている。
内部の間取りは典型的な田の字型となっている
（図 2）。日常の生活行為である食事や団らん、親し
い人や近隣の接客はイマで行われる。キャクマは公
的な接客空間として使われる。オクは故人の寝室で
あったが、離れの別棟に寝室を移してからは物を置
いておく場所として使われていた。ザシキには仏壇
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があり、月参りなどに使われる。正月など親戚など
が集まった時には、ザシキとオクが二間続きで使わ
れる。冠婚葬祭の際には四つの空間すべてが使われ
る。
田の字型といっても分布域が広く地域性がみられ
る。群馬の田の字型民家では、日常の生活行為は、
神棚や仏壇があるコタツノマで食事や家族の団らん
が行われる???。ナカノマでは親しい人や村人などの
接客が行われる。ヘヤは若夫婦の寝室で、ザシキは
老夫婦と子や孫の寝室として使われる。冠婚葬祭の
際には、ザシキとナカノマが二間続きで使われ、コ
タツノマが準備や休息に使われる。ヘヤは家全体を
使うときの帳場や家族の控え、物を置いておく全体
のなかであまりの空間として考えられている（図
3)???。
このように群馬と奈良とでは、神棚や仏壇の位置
に違いがみられ、それぞれの室礼に相違がみられる。
一方で、両地域ともに非日常時の際には、ザシキを
中心として東西方向に空間が広げられる傾向がみら
れる。
図２ 田の字型民家の模式図（奈良)
図３ 田の字型民家の模式図（群馬)
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３．２ 葬送儀礼の概要
つぎに葬送儀礼の概要についてみていく。通夜、
葬儀は自宅で、市内の地元の葬儀社と隣組、昔から
つきあいのある人たちが中心となって行われた。男
性は帳場（5人）と手伝い（3人）に分かれる。男性
の年長者が帳場の責任者となり、責任者が葬儀委員
長となる。帳場は、寺や火葬場への連絡、葬儀の日
取りなど葬儀全般を段取る。また、香典の受付、僧
侶や葬儀社への支払いなど会計全般を担う。葬儀委
員長は儀礼終了後に、筆で縦書きした香典帳、収支
帳、僧名と役割、焼香順位、帳場や手伝いの氏名な
ど葬儀全ての記録一式を家人に手渡す。手伝いは駐
車場の整備や会場案内などを行う。隣組およびつき
あいのある家の女性たち（6人）が、食事の用意など
台所仕事を行う。
先にみた大正や昭和の頃と比べても葬送儀礼の基
本的な順序はほとんど変わらない。しかし、業者が
入る事によって、必要とされる様々なものが用意さ
れ簡易化されている。とくに血縁以外の者が行って
きた亡者の着物のしたてや湯灌などは業者が行うよ
うになっている。
３．３ 通夜での空間利用
故人は 2008年 5月 7日に体調を崩して午前中に
病院に運ばれ、午後に老衰で亡くなった。病院で身
体を清めてもらったあと自宅へ戻り北枕に寝かせ
た。5月 8日は、親族だけで仮通夜を行った。通夜は
5月 9日 18：00から自宅で行われた。田の字型の四
つの部屋の間仕切りを全て取り払い、家具も全て蔵
などに収納して、一つの大きな空間とした。イマに
ある神棚には白い紙を張り、満中陰までそのままに
しておく。ザシキの仏壇（出棺までの 2日間は扉を
閉じておく）や違い棚、床の間にも白い幕が張られ、
この白幕の前に親類などからの供花が並べられた。
5月 9日午前中から男性が土間沿いの応接間を使
用して帳場を取り仕切った。女性たちは隣接する台
所で食事などを用意した。亡者に着せる着物は血縁
以外のものがしたてていたが、最近では葬儀業者が
持参するようになった。しかし、今回は故人が生前
に用意していた。五重といって 5日間、寺で修行を
すると、戒名と帷子（かたびら）を授かる。故人は
それを 60代の頃に行っており、仏壇の引き出しに保
管していた。白色の帷子には、黒字で経文（南無阿
弥陀仏）と書かれている。愛用の着物の上に帷子を
羽織り、帯は着用せず、手甲 絆をつけた。西向き
に安置し、両手を胸の上で合掌させて数珠をかけた。
葬儀社が遺体をオクに安置し祭壇を整えた。枕飾り
という小さな机を配し、燭台、花立て、塩、みそ、
図４ 通夜での空間利用の模式図
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一膳飯を供えた。
通夜の始まる 15分くらい前に葬儀社のスタッフ
が席順を指定して、列席者は着座して待機する。焼
香台はキャクマに置かれる。そのすぐ後ろに遺族が
着席し、キャクマからザシキ、イマの順に着座する。
僧侶（善福寺の住職）が入場してオクの枕飾りの前
に座って読経が始まる（図 4）。僧侶からの指示によ
り、遺族や親族など近親者から焼香をする。弔問客
は床上には上がらず、キャクマの前のアガリバナに
置かれた焼香台の前で焼香をする。僧侶は読経が終
わると法話を行い、故人の人となりについて紹介す
る。その後、僧侶が退場して、引き続いて喪主が出
入り口に立ち、弔問客などに挨拶を行う。
３．４ 女性たちによるご詠歌
弔問客などが帰宅して、帳場や手伝い、台所を手
伝っていた人たちも一旦帰宅する。ひと段落した
19：30から、今度は隣組の女性たちが集まり、お経
と西国三十三カ所のご詠歌が始まる。これらは、古
い慣習で女性たちが中心となるが、故人の家族や親
類は男性も参加して行われる。導師様と脇導師と呼
ばれる先導役 2名がオクに置かれた枕棚の前に座
り、その他のものが後ろに並んで座る。12人ほどの
女性たちはオクやキャクマなどに座り、家人はその
横のイマのあたりに座る。当家は浄土宗であるが、
ご詠歌は宗派にかかわらずこの地域で共通に唱えら
れてきた（表 1）。
表１ 女性たちによるご詠歌の順序
お経の種類、ご詠歌の順序
1 香 （こうげ）
2 三寳禮（さんぽうらい）
3 四奉請（しぶじょう）
4 歎佛
5 懺悔文
6 十念
7 開経 （かいきょうげ）
8 佛説摩訶般若波羅密多心経
9 ご詠歌 1番の前に 3首（花山の院の 3首）
10 ご詠歌 ?西国三十三所御詠歌集」1～23番
中休み（10分程度 茶菓子で雑談）
11 ご詠歌 24番の前に 1首（花山の院の最初の 1首）
12 ご詠歌 ?西国三十三所御詠歌集」24番～33番（33番は 3首）
13 ご詠歌 番外編 5首
1 阿弥陀如来さんのご詠歌
2 弘法大師さんのご詠歌
3 善光寺さんのご詠歌（3回繰り返す）
4 八番のご詠歌
5 奈良二月堂のご詠歌
14 十句観音経
15 一枚起請文
16 中陰和讃
17 光明文
18 念佛一會（ねんぶついちえ）
19 総廻向文（そうえこうもん）
20 十念
21 別廻向文（べつえこうもん）
22 十念
23 四弘誓願（しぐせいがん）
24 三禮（さんらい）
25 送佛 （そうぶつげ）
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この地域では、浄土日用勤行を唱えてから、西国
三十三所のご詠歌を唱える。西国三十三所を 1番か
ら順に唱えるのではなく、1番の前に「花山の院」の
3首を唱える。それから 1番紀伊の国、那智山のご詠
歌「ふだらくや きしうつつなみは みくまのの
なちのおやまに ひびくたきつせ」に始まり、32番
近江の国の観音正寺までは 1寺 1首ある。33番美濃
の国、谷汲山のご詠歌は 3首あり、そのあと番外編
として 5首が唱えられる。そのため全体としては 40
首以上で構成されることになる。
導師様と脇導師が先導して「いちばんは、紀伊の
国、那智山のごえいか～。ふ～だ～ら～」と鉦をな
らしながら唱えた後、皆で「く～や～ き～し～う
～つ～な～み～は み～く～ま～の～の～な～ち
～の～ お～や～ま～に～ ひ～び～く～た～き
～つ～せ～」と続きを唱える。導師様は引き続いて
「第二番は、紀伊の国、紀三井寺山のご～えい～か
～ ふ～る～さ～」と先導し、皆が「とを はるば
るここに きみいでら はなの みやこも ちかく
なるらん」と続く。
どの歌も導師様は初めの 3文字を先導して、次に
皆が続くため、和歌の切れ目と皆で唱える歌の切れ
目は一致しない。唱えるといっても全てに共通する
節があり、どちらかというと音楽のようである。ご
詠歌は 1から 23番目までを皆で唱えたあと休憩が
入り、家人は茶菓子でもてなす。
通夜の後であっても、しんみりとした雰囲気では
なく、女性たちが集まって、休憩時にはお菓子を食
べながら世間話がされる。ご詠歌に参加して唱えて
みると、故人と女性たちが皆で西国三十三か所を一
緒に旅しているような気分になる。喪失感や孤独感
といった悲しみの気持ちが和らぎ、癒しの働きがあ
るように思われた。休憩の後は花山の院の 1首のみ
を唱えてから、24番に入る。24番から 33番、そし
て番外編を唱える。その後、お経を唱えて全体で 2時
間ほどを要する。最後は家人が用意した半紙に包ん
だ茶菓子を持ち帰る。
このお経とご詠歌は、通夜の晩だけでなく、初七
日、二七日（ふたなぬか 14日）、三七日（21日）、四
七日、五七日、六七日と 7日ごとに集まって七七、
四十九日まで行われる。
４ おわりに
本稿では奈良県の田の字型民家における葬送儀礼
の変遷、および通夜での空間利用について明らかに
した。葬送の儀礼は、この後、葬儀・告別式、そし
て満中陰まで続く。葬儀・告別式では 3人の雅楽を
演奏する楽僧を含めて、9人の僧侶による読経が行
われる。自宅での葬儀が減少するなかで、これらの
儀礼について記録しておくことは重要と考えるが、
これらについては別稿とする。
これまでみてきた奈良県の田の字型民家の空間構
成は、同じ田の字型民家である群馬の間取りと比べ
ると、神棚や仏壇の置かれる位置などに相違がみら
れ、空間利用にも違いがみられた。今後は群馬県で
の葬送儀礼の聞き取り調査などもふまえて、それぞ
れの空間の持つ意味や空間特性についても考察を深
めたい。
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写真４ 僧侶が入場する通夜の様子写真１ 大阪と奈良を結ぶ街道と民家
写真２ 間仕切りを取払い一体的空間として
使われる
写真５ 女性たちによるご詠歌の様子
写真３ オクに設けられた祭壇、
天井には幕が張られる
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